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セメント協会標準試験方法 

 

セメント中の微量成分の定量方法 

 

 

1. 適用範囲 

 この標準試験方法はポルトランドセメント 1)、高炉セメント 2)、クリンカー3)、高炉スラグ 4)および石灰石

5)に含まれる微量成分の定量に適用する。 

 なお、シリカセメント6)、フライアッシュセメント7)、シリカ質混合材8)およびフライアッシュ9)について

は、加熱分解法によるふっ素、加熱気化法による水銀および水溶性六価クロムの定量に限り、適用すること

ができる。 

 注 1) JIS R 5210:2009(ポルトランドセメント)に規定するポルトランドセメント 

 注 2) JIS R 5211:2009(高炉セメント)に規定する高炉セメント 

 注 3) JIS R 5210:2009(ポルトランドセメント)の 5.1 に規定するクリンカー 

 注 4) JIS R 5211:2009(高炉セメント)の 5.3 に規定する高炉スラグ 

 注 5) JIS R 5210:2009(ポルトランドセメント)の 5.3 の d)に規定する石灰石 

 注 6) JIS R 5212:2009(シリカセメント)に規定するシリカセメント 

 注 7) JIS R 5213:2009(フライアッシュセメント)に規定するフライアッシュセメント 

 注 8) JIS R 5212:2009(シリカセメント)の 5.3 に規定するシリカ質混合材 

 注 9) JIS A 6201:2015(コンクリート用フライアッシュ)に規定するフライアッシュⅠ種またはフライアッ

シュⅡ種 

 

2. 適用微量成分 

 適用する微量成分は、ベリリウム、ほう素、ふっ素、バナジウム、クロム、コバルト、ニッケル、銅、亜

鉛、ひ素、セレン、ストロンチウム、モリブデン、銀、カドミウム、すず、アンチモン、バリウム、水銀、

鉛および水溶性六価クロムの 21 成分とする。 

 

3.  引用規格 

 次に掲げる規格は、この試験方法に引用されることによって、この試験方法の規定の一部を構成する。 

   JIS K 0970:2013 ピストン式ピペット 

   JIS K 8617:2007 炭酸カルシウム（試薬） 

   JIS R 3503:2007 化学分析用ガラス器具 

   JIS R 3505:1994 ガラス製体積計 

   JIS Z 8401:1999 数値の丸め方 

   JIS Z 8802:2011 pH 測定方法 
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